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「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」

の
一
つ
と
し
て
「
国
保
の
都
道

府
県
単
位
」
を
実
行
す
る
改
正

「
国
保
法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

●
綾
部
市
の
状
況
と
京
都
府

の
方
向
は

綾
部
市
の
国
保
料
は
平
成
２

２
年
度
か
ら
毎
年
引
き
上
げ
ら

れ
、
合
計
３
８
．
７
％
も
の
値

上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

京
都
府
の
方
向
は
、
平
成
２

７
年
か
ら
広
域
化
を
取
り
入
れ
、

平
成
３
０
年
に
は
完
全
実
施
す

る
方
向
で
す
。
す
で
に
国
保
料

の
徴
収
を
重
要
課
題
と
し
、
滞

納
は
府
市
民
税
と
同
様
に
「
京

都
税
機
構
」
送
り
に
な
り
、
市

国
保
の
相
談
活
動
が
後
退
し
て

い
ま
す
。

●
な
ぜ
国
保
一
元
化
な
の
か

＊
京
都
府
の
資
料
を
見
る
と

国
保
加
入
者
は
、
無
職
の
方

や
高
齢
者
が
多
く
、
保
険
料
の

負
担
能
力
が
低
い
一
方
で
、

（
使
う
）
医
療
費
は
高
い
傾
向

に
あ
り
、
市
町
村
国
保
財
政
は

危
機
的
。
ま
た
、
市
町
村
に
よ
っ

て
保
険
料
の
差
も
大
き
い
。
今

後
の
高
齢
化
で
国
保
財
政
は
さ

ら
に
厳
し
く
な
る
。
な
ど
か
ら

国
費
の
投
入
を
求
め
な
が
ら
一

元
化
を
行
う
。

と
あ
り
ま
す
。

●
財
政
難
の
市
町
村
国
保
を
ま

と
め
て
も

問
題
解
決
は
し
な
い

国
保
の
広
域
化
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
と
同
様
、
仮
に

「
不
均
一
保
険
料
」

が
設
定
さ
れ
て
も
、
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同
時
に
配
布
す
る

議
員
団
ニ
ュ
ー
ス

も
ご
覧
下
さ
い
。

【
私
の
質
問
】

●
国
民
健
康
保
険
の
広
域
化
（
京
都
府
を
一
つ
に
す
る
）
は

や
め
る
べ
き

・
国
保
法
の
改
正
と
今
後
の
方
向

・
社
会
保
障
と
し
て
の
国
保
を
維
持
す
べ
き

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
と
食
の
安
全
は
守
れ
な
い

・
食
品
添
加
物
・
残
留
農
薬
・
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
が
深
刻
に

な
る

・
地
産
地
消
と
学
校
で
の
食
育
を
進
め
る
こ
と

●
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
空
域
に
オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
訓
練
は
危
険

保
険
料
は
毎
年
引
き
上
げ
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。

●
国
保
法
で
は
「
国
保
は

社
会
保
障
制
度
」
で
あ
る

■
市
の
答
弁
は

社
会
保
障
制
度
の
位
置
づ

け
は
あ
る
が
、
互
助
制
度
の

一
面
も
強
い
と
認
識
し
て
い

る
。
国
保
の
一
元
化
は
、
財

政
基
盤
の
安
定
か
ら
避
け
て

通
れ
な
い
。

■
搗
頭

国
庫
負
担
が
減
っ
た
こ
と

が
財
政
難
の
原
因
。
増
や
す

め
ど
が
な
い
中
、
国
保
一
元

化
を
進
め
る
と
、
保
険
料
の

大
幅
値
上
げ
↓
滞
納
の
増
加

↓
国
保
財
政
の
悪
化
↓
健
康

が
守
れ
な
い
、
と
悪
循
環
に

な
る
。

国
保
料
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る
広
域
化
に
反
対

写真は記事とは関係ありません

食
品
添
加
物
、
残
留

農
薬
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
遺
伝

子
組
み
換
え
食
品
な
ど
、

現
状
で
も
食
に
対
す
る

不
安
が
あ
り
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）
参
加

は
、
関
税
の
完
全
撤
廃

が
原
則
で
あ
り
、
今
以

上
に
輸
入
食
品
が
流
通

し
ま
す
。

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
で
も
、

ア
メ
リ
カ
の
要
求
で
生

後
２
０
↓
３
０
ヶ
月
以

下
牛
の
輸
入
へ
緩
和
さ

れ
ま
す
（
今
年
２
月
か

ら
）
。
米
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
で

は
す
で
に
３
０
ヶ
月
以

下
と
い
う
基
準
さ
え
崩

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

食
は
生
命
に
つ
な
が

る
大
本
で
、
地
産
地
消

が
基
本
で
す
。
学
校
給

食
で
も
、
地
産
地
消
を

前
提
に
提
供
さ
れ
て
お

り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
そ

れ
を
崩
す
も
の
で
す
。

■
市
の
答
弁

地
産
地
消
に
つ
い
て

は
今
後
と
も
推
進
し
て

い
く
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

つ
い
て
は
、
新
政
権
の

も
と
明
ら
か
に
な
っ
て

く
る
だ
ろ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
食
の
安
全
は
崩
れ
る

日
本
共
産
党

参
院
選

京
都
選
挙
区

倉
林
あ
き
子
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す

倉
林
明
子
さ
ん
は
福
島
県

西
会
津
生
ま
れ
の
５
２
歳
。

障
害
が
あ
る
兄
弟
の
こ

と
を
思
っ
て
、
「
親
に
お

金
の
心
配
を
か
け
た
く
な

い
」
と

、
高
校
時
代
か
ら

バ
イ
ト
を
し
、
学
費
が
少

な
く
て
進
学
で
き
た
京
都

市
立
看
護
学
校
を
選
び
ま

し
た
。

１
１
年
間
の
看
護
師
時

代
に
は
、
労
働
組
合
の
役

員
や
看
護
協
会
の
役
員
も

務
め
ま
し
た
。

京
都
府
会
議
員
１
期
、

京
都
市
会
議
員
を
５
期
務

め
、
京
都
市
会
議
員
団
の

幹
事
長
を
し
て
い
ま
す
。

今
度
の
参
議
院
選
挙
で

は
、
消
費
税
増
税
中
止
・

原
発
ゼ
ロ
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

反
対
・
若
者
に
仕
事
を
・

憲
法
を
守
る
、
な
ど
、
国

民
の
声
を
ブ
レ
ず
に
国
会

に
届
け
ら
れ
る
候
補
者
で

す
。
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ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
の
新
型
輸

送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行

訓
練
が
、
沖
縄
県
だ
け
で
な
く

日
本
列
島
全
域
で
展
開
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
６
つ
の
ル
ー

ト
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

加
え
て
「
ブ
ラ
ウ
ン
ル
ー
ト
」

と
い
う
山
口
県
か
ら
兵
庫
県
生

野
ダ
ム
を
飛
行
す
る
ル
ー

ト
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ブ
ラ
ウ
ン
ル
ー
ト
は
、

豊
岡
か
ら
飛
行
す
る
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
と
同
じ
空

域
を
使
用
す
る
こ
と
に

な
り
大
変
危
険
で
す
。

●
な
ぜ
オ
ス
プ
レ
イ

は
危
険
か

・
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
機
能
（
自
動
回
転
機

能
）
が
な
い
た
め
安
全

で
な
い
ー
事
故
が
多
い
。

日
本
の
航
空
法
で
は
、

こ
の
機
能
を
持
た
な
い

ヘ
リ
は
飛
行
で
き
な
い
。

・
オ
ス
プ
レ
イ
は
許
可
さ
れ
た

空
域
は
ど
こ
で
も
飛
行
す
る
。

（
ど
こ
の
上
空
を
い
つ
通
る
の

か
外
務
省
・
防
衛
省
も
把
握
し

て
い
な
い
）

・
航
空
法
に
反
す
る
１
５
０
㍍

以
下
の
低
空
飛
行
訓
練
を
想
定

し
て
い
る
。

・
レ
ー
ダ
ー
の
指
示
を
受
け
な

い
「
有
視
界
飛
行
」
で
、
普
通

の
ヘ
リ
の
２
倍
の
速
さ
。

綾
部
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

利
用
は
、
平
成
２
３
年
に
２
６

件
。
も
し
事
故
が
あ
れ
ば
、
京

都
市
か
ら
の
ヘ
リ
で
対
応
す
る

が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
は
な
い
。

●
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
反
対
の

表
明
を
す
る
べ
き

京
田
辺
市
や
吹
田
市
な
ど
全

国
１
４
６
自
治
体
で
反
対
の
声

を
上
げ
て
い
る
。

綾
部
市
の
答
弁
は

京
都
府
に
確
認
し
た
が
６
つ

の
ル
ー
ト
以
外
の
新
た
な
情
報

は
な
い
。
今
後
、
京
都
府
と
も

連
携
し
て
安
全
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

総
選
挙
結
果
は
、
思
っ
た

よ
う
に
議
席
が
伸
び
ず
、
マ
イ

ナ
ス
一
議
席
で
残
念
。

３
年
前
の
政
権
交
代
は
、

自
民
・
公
明
政
治
の
行
き
詰
ま

り
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
な
ぜ

こ
れ
ほ
ど
議
席
回
復
で
き
る
の

か
と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

よ
く
見
る
と
、
自
民
党
は

前
回
選
挙
時
１
８
８
１
万
票
か

ら
今
回
は
１
６
６
２
万
票
へ
減

票
し
、
自
民
党
自
身
も
「
政
策

や
実
績
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は

な
い
（
小
選
挙
区
制
の
お
か
げ
）
」

と
認
め
て
い
ま
す
。
民
主
党
も

政
権
交
代
時
か
ら
は
想
像
も
つ

か
な
い
ほ
ど
落
ち
込
み
ま
し
た
。

他
方
、
維
新
の
会
が
政
党

と
し
て
急
浮
上
し
、
民
主
票
や

無
党
派
層
を
取
り
込
ん
だ
よ
う

で
す
。
綾
部
で
も
共
産
党
よ
り

多
く
の
票
を
取
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
綾
部
で
「
維
新

の
会
」
の
選
挙
活
動
は
見
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

改
め
て
マ
ス
コ
ミ
の
力
の

大
き
さ
を
痛
感
し
ま
す
。
「
小

泉
旋
風
」
も
そ
う
で
し
た
が
、

選
挙
前
に
「
橋
下
維
新
の
会
」

が
テ
レ
ビ
に
映
ら
な
い
日
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

テ
レ
ビ
等
の
ス
ポ
ン
サ
ー

は
大
企
業
で
、
そ
の
ゆ
が
み
を

指
摘
す
る
共
産
党
は
最
小
限
度

し
か
出
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

や
っ
ぱ
り
、
自
力
で
（
お

金
も
人
も
）
頑
張
ら
な
い
と
、

自
動
的
に
票
は
回
っ
て
こ
な
い

と
反
省
も
含
め
感
じ
て
い
ま
す
。

安
倍
内
閣
の
経
済
政
策

（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
小
泉
時
代
の
繰
り
返

し
で
、
大
企
業
は
栄
え
て
も
国

民
の
生
活
は
苦
し
く
な
る
一
方
。

「
慰
安
婦
」
問
題
へ
の
発
言
や

憲
法
改
定
の
動
き
に
は
、
国
際

的
に
も
批
判
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

今
、
消
費
税
増
税
反
対
は

多
く
の
国
民
の
声
。
原
発
問
題
・

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
米
軍
基
地
問
題
な
ど

重
要
課
題
を
、
国
会
内
だ
け
の

数
の
力
で
決
め
て
も
ら
っ
て
は

困
ま
り
ま
す
。

政
治
を
大
き
く
見
れ
ば

「
激
動
の
時
代
」
で
あ
り
、
そ

の
中
で
ブ
レ
ず
に
地
に
足
つ
け

て
、
「
本
当
に
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
世
の
中
」
を
め
ざ
し
、
バ
ト

ン
を
つ
な
ぐ
役
目
を
果
た
し
た

い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
空
域
に

オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
は
危
険

●綾部

オスプレイ

中筋小学校から

飛び立つドクターヘリ

２０１２年度で終了する妊婦健診助成と、上記３ワクチン公

費接種は、２０１３年度の国予算から一般財源化される予定で
す。しかし「一般財源化」では財源があいまいで、市町村負担

が増えることも考えられ事業が後退する恐れもあります。

長年、新婦人の会としても要求してきた内容であり 国が公
費助成を続けるよう、議会として意見書を上げることを求めた

請願です。

産業厚生環境委員会でこんなことが･･･
請願は委員会で審査してから採決をとり、その後「意見書案」

を作成するのが通例ですが、冒頭から委員長が「意見書案」を

提案し、請願審査せずに意見書提出を求めてきました。
共産党はこのルール違反を指摘し、通常の請願処理を確認し

ました。

この問題点は、①委員会で審議することを全会一致で決めた
にもかかわらず無視をした。②請願の審議を優先して行うルー

ルになっている。③公平中立の立場をとらなければならない委

員長が、請願にかかわる意見書を初めに提案したこと。
です。

新婦人の会綾部支部が提出

「妊婦健診と、
ヒブ・小児用肺炎球菌・
子宮頸がん予防ワクチンの
公費接種継続を求める請願」
採択し意見書提出しました

ち
ょ
っ
と
ひ
と
言

大
島
町
地
内
、
府
道
沿
い
に
ミ
ラ
ー

設
置
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
し
ま
む
ら
」
西
の
市
道
か
ら
府
道

に
出
る
時
、
歩
道
を
利
用
す
る
自
転

車
や
歩
行
者
が
分
か
り
づ
ら
く
事
故

も
あ
っ
た
た
め
設
置
依
頼
し
ま
し
た
。


